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以上のように種々窒素官能基を有するアレニルスルホン体を用いて、分子内でMichael
型のｅ'２α、型閉環反応を起こすことにより、ピペリジン、ラクタム、インドリチジン、イ
ンドールなど様々な含窒素へテロ環の構築に成功し、本反応の有用性を示した。
学位論文審査結果の要旨
含窒素へテロ環化合物は多くの天然物や医薬品の基本骨格を構成し、合成化学のみならず、生物活`性の面
からも広範な興味が持たれる化合物群である。申請者はアレン類のエンド型閉環反応を活用した新規な含窒
素へテロ環化合物構築法の開発を試み、以下の成果を得た。
(1)１位にフェニルスルホニル基と末端アミド基含有アルキル側鎖を有するアレン体１を合成し、塩基存在
下でのエンド型閉環反応を検討した。その結果、中程度の収率ではあるが、６員環並びに７員環含窒素
へテロ環化合物が生成することを見出した。
(2)末端アミド基の代わりにアジド基を有するアレン体２を合成し、アジド基からアミノ基への還元反応条
件に付したところ、アジド基の還元と同時にエンド型閉環反応が進行し、対応する５，６員環含窒素へ
テロ環化合物が高収率で得られることを見出した。なお、本反応は７員環含窒素へテロ環化合物には適
用できないことも示した。
(3)アレン体２を、還元剤が共存しない条件で加熱すると、分子内［2+3]型の環状付加反応が起こり、新
規なtriazabicyclo[n.3.0]化合物（n=３，４，５）が得られることを見出した。
(4)新しく開発したエンド型閉環反応を応用して、インドール及びキノリン誘導体を合成し、その有用性を
示した。
以上、申請者はアレンのエンド型閉環反応を巧みに活用して、新規含窒素へテロ環化合物合成法の開発に
成功した。本反応を応用して、様々な新規含窒素へテロ環化合物の合成が期待される。よって、本論文は博
士（薬学）論文に値するものと判定した。
-341-
